


おり、雌雄ともに尾鰭前長 125 ～ 135 cm で 4 ～ 5 歳（Seki 
et al . 1998）、 雌 雄 と も に 全 長 180.0 ～ 190.0 cm で 6 ～ 7
歳（Lessa et al . 1999）と推定されているほか、雌雄別では、
雌 が 全 長 170 cm（Tambourgi et al . 2013）、193.4 cm で
8.8 歳（Joung et al . 2016）、224 cm で 15.8 歳（D’Alberto 
et al . 2017）、 雄 が 全 長 170 ～ 190 cm（Tambourgi et al . 
2013）、194.4 cm で 8.9 歳（Joung et al . 2016）、193 cm
で 10 歳（D ’Alberto et al . 2017）と推定されている。体長
測定間の換算式については、体長測定部位が研究者によって、
尾鰭前長、尾叉長、全長とまちまちであることから、これま
で公表されている換算式を表 4 に引用した。ミズワニの成
長式は、南西大西洋（Lessa et al . 2016）で推定されている

（図 3）。成熟年齢に関しては、雌が 3.1 歳、雄が 5.1 歳（Lessa 
et al . 2016）と推定されている。

【産卵・回遊】
　板鰓類（さめ・えい類）の繁殖様式は多様であり、卵生
と胎生に大別される。谷内（1988）は母体からの栄養補給
の面から、繁殖様式を定義している（表 2）。それによると、
胎生はさらに偶発胎生と真正胎生に分かれ、真正胎生は卵黄
依存型と母体依存型に 2 分される。母体依存型はさらに、卵
食性・共食い型、胎盤類似物型、胎盤型の 3 つに分けられる。
　繁殖様式は、ヨゴレが胎生、胎盤型（Compagno 1984）、
ミズワニが胎生、卵食・共食い型（Fujita 1981）である。そ
れぞれの産仔数は、ヨゴレは 1 ～ 14 尾（平均 6.2 尾）（Seki 
et al . 1998）、1 ～ 10 尾（Tambourgi et al . 2013）、10 ～ 11
尾（Joung et al . 2016）、ミズワニは平均 3.9 ～ 4 尾（Compagno 
1984、Oliveira et al . 2010、Dai et al . 2012）である（表 3）。
　出生時の体長は、ヨゴレが 40 ～ 55 cm（Seki et al . 1998）、
ミズワニが 40 ～ 42 cm（全長）（Fujita 1981）、41 cm（全長）

（Compagno 1984）、である。なお体長について、特に説明
がない場合は、尾鰭前長を表す。
　繁殖周期については、ヨゴレでは、出産期は長期間にわ
たり（Seki et al . 1998）、繁殖周期は 2 年と推定されている

（Tambourgi et al . 2013）。ミズワニでは、明瞭なパターンが
認められず、出産も周年にわたって行われると推定されてい
る（Oliveira et al . 2010）。交尾期については、5 ～ 7 月に弱
いピークが認められるものの、他の時期にも交尾が行われる
可能性があること、出産後又は休止期の雌が周年観察されて
おり、休止期は比較的長期にわたることが推定されている

（Oliveira et al . 2010）。
　電子標識を用いた研究によれば、ヨゴレは特定の場所に留
まる、もしくは移動後に特定の場所に回帰する site fidelity
を 示 す こ と が 明 ら か と な っ て い る（Howey-Jordan et al . 
2013、Tolotti et al . 2015）。また、鉛直行動については明
瞭な日周鉛直移動は示さず、99.7% の時間は水深 200 m 以
浅で過ごすこと（Howey-Jordan et al . 2013）、多くの個体
は水深が浅く水温 20℃以上の温かい場所を好み、70% 以上
の時間を水温躍層の上で過ごすことが明らかになっている

（Tolotti et al . 2015）。

【成長・成熟】
ヨゴレの成長式は太平洋（Seki et al . 1998、Joung et al . 

2016、D’Alberto et al . 2017） と 大 西 洋（Lessa et al . 1999）
の個体群について報告されている（図 2）。成熟体長及び年
齢に関しては、ヨゴレについていくつかの推定値が示されて

図 2. ヨゴレの成長曲線（Seki et al . 1998、Lessa et al . 1999、
Joung et al . 2016、D’Alberto et al . 2017）

図 1. 外洋性さめ類の分布（Last and Stevens 1994）

図 3. ミズワニの成長曲線（Lessa et al . 2016）
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表 4. ヨゴレの体長測定部位間の換算式

表 2. 栄養補給から見た板鰓類の繁殖様式

表 3. ヨゴレ、ミズワニの繁殖様式、産仔数、出生時の体長

表 1. 主要港におけるさめ類種別水揚量（単位：トン）
水産庁調査委託事業「日本周辺高度回遊性魚類資源調査委託事業（平成 12 ～ 18 年度）」、「日本周辺国際魚類資源調査（平成 19 年度～ 27 年度）」
及び「国際漁業資源評価調査・情報提供事業　現場実態調査（平成 28 年度）」により収集。
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水産庁（編）. 1993-1997. 平成 4 年度 - 平成 8 年度 日本周

資源状態
Taniuchi（1990）は、太平洋及びインド洋における日本の

地方公庁船の漁獲成績報告書を分析し、1973 ～ 1985 年の
間で、まぐろはえ縄調査で漁獲されるさめ類の CPUE がほぼ
一定であったと報告している。中西部太平洋水域においては、
2012 年に太平洋共同体事務局（SPC）の専門家グループに
よりヨゴレの資源評価が行われ、漁獲は過剰漁獲の状態にあ
り、資源も乱獲状態にあるとされた（Rice and Harley 2012）。
この結果は同年 WCPFC 第 8 回科学委員会において承認され
た。インド洋においては、いくつかの国がヨゴレの標準化
した CPUE を発表しているが、大きな減少傾向は示されてい
ない。ミズワニの資源評価については、いずれのまぐろ類
RFMO でも行われていない。

管理方策
ヨゴレは全てのまぐろ類 RFMO において船上保持が禁止

されており、生きて漁獲された個体については可能な限り生
存放流することが推奨されている。また、ヨゴレについて
は、2013 年 3 月に開催された CITES 第 16 回締約国会議に
おいて附属書 II への掲載が提案され、投票の結果可決された。
この決議は 2014 年 9 月から発効し、国際取引が規制され
るようになったが、我が国は、商業漁業対象種は、持続的利
用の観点から、漁業管理主体である RFMO 又は沿岸国が適
切に管理していくべきとの立場等から留保している。

ミズワニに特定した保存管理措置はまぐろ類 RFMO で合
意されていないが、さめ類に関する一般的な措置として、漁
獲されたさめ類の完全利用（ヒレ等を利用する場合は、頭部、
内臓及び皮を除く全ての部位を最初の水揚げ又は転載まで船
上で保持すること）等が義務付けられている。

執筆者
かつお・まぐろユニット
かじき・さめサブユニット
国際水産資源研究所 かつお・まぐろ資源部
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その他外洋性さめ類（北太平洋）の資源の現況（要約表）

種 名 ヨゴレ ミズワニ

資 源 水 準 調査中 調査中

資 源 動 向 減少 調査中

世 界 の 漁 獲 量
（最近 5 年間） 調査中 調査中

我 が 国 の 漁 獲 量
（最近 5 年間） 1 ～ 40 トン * 約 10,000 尾 / 年程度

管 理 目 標 検討中 なし

資 源 評 価 の 方 法 統合モデルによる解析
（中西部太平洋） 未実施

資 源 の 状 態
Fcurrent/FMSY=6.5、

SBcurrent/SBMSY=0.153
（WCPFC）

調査中

管 理 措 置 船上保持禁止 漁獲物の完全利用 ** 等

管理機関・関係機関 ICCAT、IATTC、WCPFC、
IOTC、CITES なし

最新の資源評価年 2012 年 ―

次回の資源評価年 （WCPFC にて） ―

2020 年（インド洋） ―
* 全水域で保持禁止となった 2013 年以前（2011 ～ 2012 年）の我が国主要水揚げ港
における水揚げ量の値。
** 本種の場合は、ヒレ等を利用する場合は、残りの魚体も投棄せず利用することが
管理措置の趣旨となる。
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